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壮丁 教育調査の 実施経緯に つ い て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島村直己 （国立 国語研究所）

1．目的

　壮丁教育調査につ い て は，戦前に文部省が軍部

（陸軍省）の協力の もとに ， 徴兵検査の ときに受

験壮丁に対 して行っ た教育程度の調査 と国語 や算

術等の学力調査である とい う理解の 仕方がt 般的

で あ る。これは，戦前の権田 （1938）か ら始まっ

て ， 戦後の読み書き能力調査委員会 （1951），『壮

丁教育調査概測 の 復刻に寄せられた久保 の解説

（久保 1972）， そ して最近の 遠藤 （1994）に至る

まで
一

環と して行われて い る理解の され方である。

しか し，この よ うに理解すると， 明治 32 （1999）

年以降 陸軍省に よ っ て 全国的に展開された壮丁

の教育程度調査 との 関係が分か らな くなる。これ

まで は，両者は
一体の もの として論 じられるの が

普通であ っ たが，文部省の 壮丁教育調査 と陸軍省

の 壮丁の教育程度調査との結果 とは，
一
致しない

の で ある。 やは り両者は別個の 調査 と考えるほ う

が 自然で ある。

　陸軍省の 壮丁 の教育程度調査に して も文部省の

壮丁教育調査に して も ， それが どの よ うに実施さ

れた の か 分か らない こ とが多い
。 そ こ で，本稿で

は，まず，陸軍省の壮丁 の 教育程度調査 と文部省

の 壮丁教育調査の 実施経緯につ い て
， 現在ま で に

判明 した こ とがらを整理 し，次い で ， 軍隊の 学校

教育に対する関心 の 所在 と，文部省の 壮丁教育調

査に対 して筆者が持 っ て い る 1つ の仮説を述 べ た

い と思、う。

2．陸軍省の壮丁の教育程度調査

兵士 の読み書き計算の能力に対する軍部の 関心

は，すでに明治 6 （1873）年布告の 「徴兵令」 に

見るこ とがで きる。そ の 第 5章第8 条に，次の よ

うに書かれて い る。

　第八条　抽籤終 リ常備及 ヒ補充二 当 リタル 者ハ

　 書翰往復算術等出来得ル ヤ否ヤ ヲ試　　　ム

　 ヘ ソ

　明治 10 （1877）年に 「徴兵事務手続書」 が改正

され るが，そ の時に次の規定が追加 され る。

　第十七条 徴兵書類目録中籤簿ノ項ヲ削 リ左 ノ

　 三項ヲ加 フ

　　 ー　第何軍管彳致兵掬 屹糠 表

　　 一　第何軍管徴兵身幹度尺表

　　 一　　第イ可軍管徴兵韻
’
黼 痍麦

読算試験は，読文と算術の 双方に対して ， それ

ぞれ上等 ， 下等，不能に分けて ，受験壮丁中の 人

数を調べ るもの で ある。
こ の明治 10 （1877）年の

規定が陸軍省の壮丁 の教育程度調査の 最初の 規定

とみなす こ とができる。当時は，明治 5 （1872）

年の学制による公教育制度 の 開始 か ら間がな い た

め，最終学歴で なく実際の 学力を見よ うとしたの

であろ う。

　明治 32 （1899）年に 「徴兵事務…；EKYil施行細則」

中に改正が行われ，「壮丁普通教育程度表」 を調製

する こ とが新設 され る。これは ， 壮丁 の教育程度

を次の よ うに分類 して それぞれの 人数を調 べ るも

の である。

　 中学卒業ノ者

　中学卒業同等ノ学力 ト認ム ル者

　高等小学卒業ノ者

　高等小学卒業同等ノ学カ ト認 ム ル 者

　尋常小学卒業ノ者

　尋常小学卒業同等ノ学力 ト認 ム ル 者

　稍読書算術ヲ為シ 得ル 者

　 読書算術ヲ知ラサル者

　　「中学 （高等小学，尋常小学）卒業同等ノ学力

ト認 ム ル者」 とは ，
この調査の 結果が掲載され て

い る 『陸軍省統計年報』『徴與事務摘要』の後年の

記述を見ると， それぞれの学校の 中退者の こ とを

指して い る。 実際に学力調査を行 っ て決めた の で

はない。

　　『法令全書』に よ っ て徴兵関係の 法令を調べ て

い た ら， 昭和 2 （1927）年布告の 「兵役法施行規

則」に次の規定があるの を見 つ けた。すなわち，

戸主は徴兵検査の前に市区町村長に対 して 「徴兵

適齢届」 を提出しなけれ ばならず，そ の中に 「就

学程度」（教育程度）の 項 目が含まれてい るの で あ

る ， すなわち ， 壮丁 の教育程度は戸主の 申告に基

づい て調査されたの で ある 。
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3 ．文部省の 壮丁教育調査

　文部省の 壮丁教育調査の 最初の 規定は，明治 38

（1905）年 12 月 23 日の 巳省普 33号普通学務局通

牒 「壮丁教育成績調査実行竝報告方」 で ある。

　 しか し， こ の調査 に関して ふ しぎな こ とが 1っ

ある。それは ， 徴兵検査受検者に対 して筆者が行

っ たア ン ケ
ー

トに よると，徴兵検査の ときに最終

学歴を聞か れ た り国語や算術の 学力試験を受けた

者は，それぞれ調査 した者の 5分の 1 ない し4分

の 1 しか い ない とい うこ とで ある， 結論 的に い う

と，文部省の壮丁教育調査は全数調査で はない の

である。 かな り適当な標本調査 で あ っ た とい え る

だろ う。

4 ．軍隊と学校教育

　 4 ．1　 読み書き

　壮丁の教育 （学校教育，特に小学校教育）に対

する軍隊 の 関心は どこ にあっ た の だろ うか。 遠藤

（1994）は ， それを読み書きに求めてい る。すな

わち，日本の 軍隊は，漢字 ， 漢語を多く使い
， そ

の ために兵士に漢字の読み書き能力を強く求めた

とい う。本稿で は ，
こ の 問題 につ い て，もう少 し

広 く考えた い と思 う。

　 4 ．2　標準語

　こ こ では ， 石田 （1998， p．　67＞の 「『標準語』を

中心 とする 『国語』教育は，軍隊生活におい て命

令を徹底させ る要請か ら全国的に均
一

な言語を普

及する努力によっ て貫徹 された。」とい う命題 の 検

証を行い たい 。

　 4． 3　道徳

　戦前の教育にお い て教育勅語が大きな影響力を

持っ て い た こ とは，だれ も否定で きない 事実で あ

る。しか し，それがなぜ出 され たの か とい うこ と

にっ い て は，意外 と論議に乏 しい 。本稿で は，そ

れを軍人JI誡， 軍人勅諭， 大 日本帝国憲法 と続く

皇国思想 の 導入と展開の 過程の 中で 理解したい と

思 う。こ の よ うに見るとき，明治 10年代の 徳育論

争は，教育勅語に とっ て 副次的 なもの の よ うに見

える。

5．文部省の壮丁教育調査に対する 1つ の仮説

　以上の よ うに軍隊の 学校教育に対する関心の 所

在を見て くると，文部省の 壮丁教育調査に対 して

1っ の 仮説を持ちた くなる。 それは ， 壮丁教育調

査が，就学率の 向上 の ため に，軍隊か ら強制 して

行われたもの ではない か とい うこ とで ある。それ

は文部省の 発意に よ っ て 行われた もの で はなかっ

た と思われる。こ の ように考えると，文部省の 壮

丁教育調査が全数調査 で なく杜撰な調査で あっ た

ことの 理由が分か るよ うに思われ る。 また，文部

省は壮丁教育調査 の結果をなにか に活用 したとい

うよ うな こ とも見られない。そ の 理由も，上記の

よ うに考えれば分か ろう。さらに ， 学制期か らの

文部省の就学率向上政策が，もともと軍事的な目

的で あっ たとも考えた くなる。
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